	平成２６年度第３回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成２６年７月１５日（火）１８：００～２０：４０
國民會館　12階大ホール

	（中村氏）
意見記入用紙に書かれた意見

（意見）

　P25の目標に対策計画が明記されていなくわかりにくい。P25のL1津波高さ以上の高さを確保するとなっていますが、これは、安治川、尻無川、木津川にかかる3大水門を閉めた状態での津波高さをいっているのか。3大水門を開けて、その他の水門鉄扉等を閉めた状態での高さなのかわからない。この節の後半の施設の流出等による二次被害の発生を防ぐことを目標にするとあり、これは、いままで3大水門閉鎖との二次被害と同じ表現であり、また、P31の津波を最前線で直接防御する「第一線防潮ライン」ともあり、先の表現はある人には3大水門を閉めることをみとめた表現です。当審議会では、3大水門閉鎖の審議がなされていないことであり、P25の表現は、3大水門を閉鎖しない状態でのL１津波高さを確保すると明記すべきだと思います。
　3大水門閉鎖という言葉を使わなければよいのでなく3大水門閉鎖することが、本当に人災をひきおこさないといいきれるのか。また、防潮堤の耐震補強にあわせ、適切な嵩上げを行うなど安全な津波対策や治水対策を答申していただきたい。このことは、P35の河床の浚渫も津波対策となるような浚渫も答申していただきたいと思います。よろしくお願い申し上げます。
〈質問〉

1． 今回の審議会の資料はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他

2． 今回の審議の内容はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他
発言内容

大阪市の住之江区の中村です。前回も発言させてもらったんですが、今回ももうすでにいろいろ審議の中でご議論があったように感じたんですが、本文4－2の25ページのところが、私自身はこの整備審議会でその整備目標をどうするかということは、現状とか課題がある中でこういう河川整備をしたらいいんじゃないかと、その中に津波対策としての水門の取り扱いだとか、あるいは先般言いましたここにも書かれてますけど、浚渫だとか、そういうものを含めてあるべき姿というものをご議論いただいた上で、本当に水門を閉めるということがよければ、ここに、2－5のところにはっきりその水門を閉めたほうがいいということを書かなければ、先ほどからの審議の内容もあるその辺はどうかちょっとわかりませんけども、私自身はそう感じました。したがって、例えばL1津波について、ここではその水門閉めた時のL1津波の高さなのか、三大水門を閉めない、私自身は閉めないでほしいと言ってたんで、三大水門を閉めないままのL1津波の高さなのか、そういうことが明確になってないと。ただ後半を読みますと、その二次被害だとかということは、水門を閉めた時の表現とよく似てるとかそういうもんがあるんで、これはある人が読めば三大水門を閉めるということをこの整備計画の中にうたってましたよと、現状がどうであれ整備計画としてどうだということをはっきり記述がないから、今のようなご議論が起きてるんじゃないかなというふうに私思いました。

　それからもう一つは、そういうことで三大水門を使わないということがあればいいんじゃなくて、先ほどは反射波の議論が出てますが、2回目昨年の11回の時にお話させてもらってますが、水門閉めるということは人災を起こす可能性があるということなんで、そういうこともぜひ今後の新しい津波防御計画をお作りの時には配慮していただきたいと。

それから35ページの、先ほど言いました河川の浚渫ということも、当然治水という大きい名目ありますが、津波対策に貢献、寄与できるような浚渫を考えていただきたいと。

で、この議事録のところ、今回の、前回の議事録見ますと、一般傍聴の意見は何も書いてございませんので、今回ちょっと今言いました内容とちょっと齟齬ありますけども、意見書に書きますんでその時に、25年度の11回の時に人災が起きるといったことと、26年の時にそういうシミュレーション等をやって安全な整備計画を作っていただきたいと書いた用紙を持ってきてますんで、これも一緒に添付させていただきます。以上です。




※ご提出いただきました平成25年度第11回大阪府河川整備審議会での意見については、下記HPに掲載しています。

http://www.pref.osaka.lg.jp/kasenseibi/keikaku/h25singikai9.html
※ご提出いただきました平成26年度第2回大阪府河川整備審議会での意見については、下記HPに掲載しています。

http://www.pref.osaka.lg.jp/kasenseibi/keikaku/h26singikai.html
